
祝婚歌の伝統と革新

- スタティウスとタラウディアヌス-

宮 城 徳 也

祝婚歌(epithalamium)は古代ギリシアに淵源を持ち,ヘレニズム時代のギリ

シア人世界,古代ローマ､及び十六世紀と十七世紀のヨーロッパで流行した文

学形式であり,多くの高名な詩人が試み, すぐれた作品を残している. 祝婚

歌の研究には三つの主要な傾向,すなわち起源の研究 日 ),歴史の研究 (2), 個

個の作品の研究(3)が考えられる.起源を問題にする場合を除いて殆どの場合,

ラテン語によるカトウツルスの作品,英語によるスペンサーの作品が関心の中

心であることが多く,作品としての価値もこの両者が傑出していると考えられ

がちである.このことは全く根拠の無いことではなく,両詩人の作品がすぐれ

たものであることは議論の余地がない｡

しかし,祝婚歌の歴史を鳥峨すると,それぞれの作品が魅力的で,興味深い

問題を含んでいることがわかる｡本稿で考察しようと考える,ラテン語による

一世紀の詩人スタティウス,四世紀末から五世紀初頭の詩人タラウディウス ｡

タラウディアヌスの作品は祝婚歌の歴史を論ずる際に言及されることはあって

ち(4),独立して詳細に論じられることはない.彼らの作品が,カトウツルス

やスペンサーの作品を凌駕する文学的価値を持つとは言い発い･が,モテイープ

などに注目すべき点が見られ,伝統に革新を加えようとする姿勢が感じられ,

部分的にはすぐれた作品も散見する.

祝婚歌の伝統を集大成し,様々な可能性を示して,後代の詩人たちの模範と

なったのは,前一世紀の詩人カトウツルス(5)であるが,彼以後,現存する(6)

最初の文学的祝婚歌は,哲学者セネカの悲劇 『メデア』の中にあらわれる.そ

の中には,花婿の捨てられた妻メデアへの非難が織り込まれ,当然悲劇の文脈

の中で考えられなければならないが,結婚の神々への祈り,ヒュメンと宵の明

星への言及(7),花嫁の美しきと花婿の立派さへの賛辞,幸福への祈り,冷や

かしの歌(a)への言及など,大体カトウツルスまでに確立された伝統に添うも

のと考えられる.
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しかし,セネカから四十年ほどしか後の人ではないスタティウスの作品は全

く異なる印象を受けるもので,しかもスタティウス以後の祝婚歌詩人たちは,

彼より三百年以上後の(9)人々であるにもかかわらず,スタティウスの作品の

モチイープを鷹襲している.このことは,現存する作品群の中で見るかぎり,

スタティウスの作品によって祝婚歌の伝統に変化が起こり,以後彼の作品が重

要な親範となったことを示していると考えられる｡

スタティウス (PubliusPapiniusStatius)は比較的まとまった作品群を残

した詩人(10)であるが,その中の一つ,詩集 『シルウァエ』 (Silvae)第一巻

第二歌で祝婚歌を試みている.第一巻に付された,祝婚歌の花婿でもある詩人

スチッラへの手紙で,彼は自らその作品を ｢祝婚歌｣ (epithalamium)(ll)と

呼んでいる.

｢スチッラとウイオレンティツラのための祝婚歌｣は友人であるエレギア詩

人ルキウス･アッルンティウス｡ステッラの実際の結婚を前提に書かれ,そこ

でスタティウスは祝婚歌の伝統を麿まえながら(12),先人の作品には見られな

いモテイープを導入している｡

ステッラの思いがかなった結婚を祝し,その様子を描いた後,

Sedquaecausatorosinopinaquegaudiavati

attulit?(45-6)

(だが､どんな原因が番人に結婚という予期せぬ喜びをもたらしたのか)

と自問し,婚礼の熱狂の間,それを知ろうとエラト(13)に祈る｡そしてこの後

展開される物語が最も重要なモテイープである.

ある日の夜明け,愛の女神ウェヌスが寝台でまどろんでいると,恋の神たち

の一団がやってきて,その内の一人が, ｢お母様｣ と語 りかけ,自分はかつて

ある若者を恋の矢で射ぬき,一方その相手の女性のほうは,松明の先で軽く触

れるにとどめたので,若者は恋に悩み苦しんでおり,その様子は今までに見た

こともないほど親しいものであるし,彼は恋愛詩人であって,あなたの熱心な

信者でもあるのだから,
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iam,mater,amatos

indulgethalamos｡(94-5)

(さあ, お母様,彼の望む結婚をかなえてあげて下さい.)

と悪戯するり 4㌦

それを聞いたウェヌスは様々な比境を用いてその乙女の美しき(15)を歌いあ

げ,乙女の心の中にも若者の愛を受け入れる可能性を見て取り,白鳥の牽く車

に乗って乙女の家へ向かう.勤着後,乙女に若者のすぼらしさと深い愛を語っ

て, 結婚するように説得する.

ウェヌスの説得によって乙女のかたくなな心が和らいだことが語られ (194-

200),以下は苦難を経て思いを遂げる花婿に対する,躍動的な語句を用いた祝

辞となっている日 6)｡

タラウディアヌスらの祝婚歌においても細部は異なっていても,ウェヌスが

｢結婚させる者｣ (coniugator),と ｢花嫁の介添えの既婚婦人｣ (pronuba)

の務めを果たし(17),それを促すのが ｢恋の神たち｣ (AnoTeS)である,とい

う基本的枠組み娃同じであって,これはスタティウス以前の祝婚歌には見られ

ないものである｡

祝婚歌の伝統の中で最も代表的な作品,カトウツルス61歌では, ｢結婚させ

る者｣の役割を果たすのは,結婚の神ヒュメンであったし,愛の女神ウェヌス

も重要な役割を与えられてはいるが,ヒュメンの従位にあった (18㌦ この関係

はカトウツルス以後,セネカ以外の古代祝婚歌では逆転している｡カトウツル

ス以前では,テオクリトス18番 ｢ヘレネの祝婚歌｣において,ウェヌスにあた

るキュプリスが主に性愛の神として祈りの対象となっている(19)が, 作品の中

で,それほど重要な役割を果たしていない｡

祝婚歌の歴史を考える上で,スタティウス以後の古代祝婚歌の際立つ特徴は

ウェヌスと複数のアモル(20)に付与された機能であろう.これはスタティウス

の祝婚歌の花婿が恋愛請人であったことと無線ではない｡相手の女性が ｢女主

人｣(domina)(23,211)と呼ばれる(21)など,恋愛詩の伝統の約束事が,この

作品には多用(22)されており,当然ウェヌスとアモルの機能もその一環である

と考えられる｡

先行の祝婚歌にも ｢愛｣ は存在した(23)｡ しかし, 多くの場合共同体の蛙に

反しない結婚の後の夫婦愛が重要であって, 結婚に至る恋愛は余り問題になっ

ていない(24)｡
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スタティウスにおいては,結婚に至る ｢愛｣ も語られる.それはウェヌスを

中心とする愛の神格を登葛させる虚構の物語を通じてである｡先に挙げた自問

の箇所を経て,51行から 200行までがその物語であり,前後が婚礼の描写や祝

辞であり,祝婚歌の伝統を下敷きにした(25)ものであることを考えると,この

物語は,花婿が恋愛詩人であることを意識して挿入した, ｢脱線｣ (digres-

sion)の一種と考えられ,祝婚歌をモテイープに生かしたカトウツルス64歌の

ような先例も存在し,大きく影響していると考えられるが,叙事詩人でもある

スタティウスがその技法を,祝婚歌を主とする作品の中に有機的に応用したも

のと言ってよいだろう.

ipsamanunuptamgenetriRAeneiaduxit

luminademissametdulciprobitaterubenten,(1ト12)

(アエネアスの御母自ら,御手で花嫁を導いたが,花嫁は目を下に向け,美

しい清純さで赤らんでいた)

カトウツルス61歌の, ｢生まれの良いはじらいがためらっている｣ (tardet

ingenuuspudor)(79)を連想させるこの語句は,この作品がカトウツルスの伝

統に連なり(26),その上でウェヌスに ｢花嫁の介添えの既婚婦人｣ の役を務め

させることで,先人との違いを示し, ｢脱線｣の部分との有機的連関を持たせ

ているといえよう.

その外に,叙事詩を連想させる技法に r描写｣ (description)が挙げられ

るが,その発展はむしろタラウディアヌスへと引き継がれていく.

Ⅲ

タラウディウス｡タラウデイアヌス (ClaudiusClaudianus)は, 西暦四百

年前後に活躍した詩人で,やはり多くの作品が現存しているが,彼は ｢皇帝ホノ

リウスとマリアのための祝婚歌｣ と ｢パッラディウスとケレリナのための祝婚

歌｣ の二つの祝婚歌を書いており,ここでは ｢フェスケンニナ｣ と適される四

篇の興味深い小作品が付された前者を中心に考察を進めることとする.

スタティウスは架空の神話的物語に託して,結婚に至る恋愛を歌い上げた｡

同工異曲の物語を作品の中に組み込み,そのモテイープを麿峯したタラウディ

アヌスの場合,皇帝と権力者の娘の結婚を題粛としており,その虚構性はより
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顕著であると思われる.政略結婚を理想的恋愛に仕立て上げる詩人の姿勢には

一種の痛々しさすら感じるが,神話的物語という虚構を用いるのが,差し障り

も少なく,外観もはなやかで,最も効果的な手法であったのだと思われる.要

するに権力者へのお追従であっても,力量を持った詩人の手にかかると,一定

の水準以上の件品になるという実例として,後代の祝婚歌語人たち(27)の手本

となったし, 後述するように共感できる面もある.

ところで,スタティウス以前にも類似の作品を求めるなら, 先に触れた ｢ペ

レウスとテテイスのための祝婚歌｣ と称される(28)こともある,カトウツルス

64歌が挙げられる｡スタティウスの作品においても,人々が婚礼に参集する様

(229ff.)は,カトウツルスにおいて人々や神々がペレウスの館に参集する様子

に似ており(29),クラウディアヌスの作品にはエレギアの韻律(30)で書かれた

｢序歌｣ (praefatio)が付され(31),そこにはペレウスとテテイスの結婚が

描かれており,両詩人ともにカトウツルスの伝統に連なっていることは想像に

発くない｡しかし,カトウツルスでは英雄時代が題材とされ,神々と現実の人

間世界の事東が意識されていた｡タラウディアヌスらの場合,あくまでも現実

に虚構の物語を織り込んだ所に特徴があり,やはり革新を施された伝統の中に

位置しているといえよう.

タラウディアヌスにおいてもウェヌスが ｢結婚させる者｣, ｢花嫁の介添え

の既婚婦人｣ の役割を果たし,愛の女神が結婚の神の機能を吸収し,作品中で

は殆ど全能の神として結婚に至る愛を成就させる(32). 虚構の色が濃いとはい

え,恋愛と結婚愛の対立の解消という点が苗代後期祝婚歌の最も顔著な特徴と

いえよう｡

タラウディアヌスの祝婚歌が,スタティウスと同工異曲でありながら,相違

している点は,細部の違い(33)を別にすると, ｢描写｣技法の積極的活用と政

略結婚の背後にいる権力者への称賛の姿勢であろう｡後者に関しては,一連の

｢フェスケンニナ｣ を論じた上で,改めて考えることとするが, 前者に関して

紘 , スタティウスに既に萌芽が見られたその儀向を彼は積極的に取り入れてい

る.最も顕著な例が, ｢皇帝ホノリウスとマリアのための祝婚歌｣ の49行から

96行までに見られる,キプロス島のウェヌスの宮殿の ｢描写｣であろう.

島の地理的位置を確認してから,そこに展開される描写は, ｢永遠の春｣

(55)に象徴される,黄金時代のイメージを念頭にした r心地良い場所｣(locus

amoenus)の様で,野には花咲き,西風が吹いて,鳥は歌い,樹々は恋をささや

いている (54-68)｡ 甘い泉と苦い泉があって,それらのいずれかに矢を浸す恋
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の神たちがおり (69-77),中世のアレゴリー文学を思わせる(34)様々な神格が

住み (77-85),宮殿は宝石が散りばめられて (85-91),その中庭は香りの良い

植物がある (92-96).

このような ｢描写｣は作品を豊かにする面もあり,冗長にする面もあって,

軽々にその功罪を論ずることはできないが,確かに,いわば職業詩人としての

タラウディアヌスの力量と水準を示しており,後世の詩人に対する影響も指摘

されている(35).

Ⅳ

さて, ｢皇帝ホノリウスとマリアのための祝婚歌｣ には,前述のように ｢フ

ェスケン二ナ｣●と称される四つの小話が付されている｡ ｢婚礼の冷やかし｣

(Fescenninaiocatio)は,本来ローマ固有の習慣で,婚礼の行列に際して卑嚢

な冷やかしを投げかけるものであったらしく,カトウツルスやセネカの祝婚歌

にも言及されている(36). ｢フェスケンニナ｣ という名称もそこから来たと考

えられるが,その本来の意味とは異なって,四つの ｢フェスケン二ナ｣ はそれ

ぞれ別の好暗語の韻律(37)で書かれた,高度に洗練された文学的祝祷歌になっ

ている.

Princepscoruscosiderepulchrior,

Parthissagittistenderedoctior,

equesGelonisimperiosior,

quaedigna血entislawseritarduae?

quaedignaformaelauseritigneae?(FescenninaI｡ト5)

(輝く星よりも美しい君主,矢を射てはパルティア人よりも巧みで,ゲロ干

族よりも堂々とした騎士よ,どんな称賛があなたの立派なお心に,どんな称

賛が炎と輝くあなたのお姿にふさわしいでしょう｡)

rフェスケンニナ｣第-番はこのように歌い出される.花婿は大ローマを最

後に統一したテオドシウス帝の子,西ローマ皇帝ホノリウスであり,花嫁披ゲ

ルマン人の血を引く将軍,西口-マ最高の権力者ステイリコの娘である.第一

番は花婿である皇帝ホノリウスへの賛歌であって,神話を織り交ぜながら(38)

皇帝にふさわしく狩りや戦争,異民族の征服といったトピックを用いて,花婿
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の美しきを荘厳に歌い上げている.最後の二行が,この作品が祝婚歌の系譜に

連なることを確認する.

Beata,quaete血oxfacietviFum

prinisqueseseiungetamoribus.(40-41)

(まもなくあなたを夫とし,あなたの初めての恋に結ばれる女性はお幸せな

人です｡)

第二番娃美しく好情的な作品である｡

Agecunctanuptiali

redimitaveretellus

celeblatoroseriles;

omnenemuSCUBfluviis,

omnecanatprofundum

Liguresfavetecampi,

Venetifavetenontes,

subitisqueserosetis

vestitaAIpinusapex

etrubeantpruinae.

さあ､大地よ,全身に

婚姻の春の装いを凝らし,

主人の薪床を祝え.

森中が川の流れとともに,

深い海もともに歌え.

リグリアの野よ,祝福せよ,

祝福せよ,ウェネティアの山々よ｡

突如として蓄密の花園が

アルプスの頂を装い,

霜は紅に染まれ.

(FescenninaⅡ｡ト10)

このように始まって,北イタリアやローマ,それに王室の出身地ヒスパニア

の川や都市,および分裂した東西ローマ帝国の領域や町々が平和裡にホノリウ

スの結婚を祝すことを春の情景に結びつけ,西ローマ皇帝の祝婚歌にふさわし

く仕立てている.そして北から吹く暴風,怒り狂う北西風,大音をたてる南風

は鎮まって,

BolusovantemZephyrus

perdomineturannum｡

ただ 偶 成言だけが, この

歓喜の年に君臨せよ.(44-45)

と,春に吹く西風に託してしめくくっているが, ｢歓喜の｣ の訳語をあてた語

(ovantem)汰,戦勝を祝う意味をもっており,結婚を勝利に誓える意味合いは
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当然ながら,四方が平定されて西ローマが栄え,世界中に(per)支配者として

君臨する(dominetur)ようにとの意図が隠されている,巧みな語の選択である

のは容易に想像がっく.

第三番は一連の祝婚歌群の中にあって,ひときわ特異である.

いつもは兜によって輝く髪に,

ステイリコよ,柔らかな花冠を巻け.

戦の嚇帆はやみ,残酷な軍神を

幸福な松明が遠くに退けよ.

王室から引き出された血統が, 再び

王室へと帰るように.父の務めと

力ある手で,子供らをめあわせよ｡

嘗てあなたは皇帝の婿となったが,

今あなたは皇帝の義父となるのだ｡

いまや,妬みのいかなる狂気が,

嫉みのいかなる口実があろうか.

ステイリコこそ披義父であり父なのだ｡

花嫁の父であり,帝国の支柱たる英雄ステイリコへの賛歌になっているが,

彼への称賛は一連の ｢フェスケンニナ｣の本体ともいうべき ｢祝婚歌｣にも登

場する｡ r皇帝ホノリウスとマリアのための祝婚歌｣ において, 新婚の宴室と

新床を飾るようにとのウェヌスの命令に託して,皇帝の家とステイリコの功業

を語り(217-227),作品の終わりで兵士たちが参集して歌う歌(300-341)は完全

にステイリコへの賛歌になっており,兵士たちにとっては, 皇帝の婚礼も花嫁

の父がステイリコであるが散にめでたいかのようである｡

｢フェスケンニナ｣第三番は冒頭に戦争のことが出てくるが, これは一連の

｢フェスケンニナ｣ に共通の特色であり,緊張した時代背景と国際情勢を反映

している.それだけにステイリコの存在は一層輝かしいのだと思われる｡詩人

のステイリコへの思い入れがうかがわれるが,当時東西ローマはゲルマン人,

特に西ゴート族の脅威にさらされており,東西関係も緊張していた｡西ゴート

には鼻堆アラリックがおり,東の皇帝アルカディウスの宮廷にはルフイヌス,

また彼がステイリコによって除かれると,官官エウトロピウスといった政敵が

いた｡このような内外情勢をステイリコが支えていたといっても過言ではない
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だろう.事実,408年に不和となったホノリウスにステイリコがラヴェンナで殺

されると,410年にはアラリックがローマを劫掠し,476年の西ローマ滅亡への大

きな布石となる(39).

｢フェスケン二ナ｣第四番こそは古代後期の祝婚歌の中にあって最も祝婚歌

らしい作品といってよいだろう.

Attollensthalamisldaliumiubar

dilectusVenerinasciturHesperus｡

(ウェヌス様にとって愛しい星,ヘスペルスがイダリウムの光を寝室へと掲

げながら,現れる｡)

と冒頭から祝婚歌の伝親的テーマを持ち出している｡宵の明星であるヘスペル

スは一連の結婚の神 (ヒュメン, ヒュメナエウス)と関連が深く(40),カトウ

ッルスが62歌で取り上げ,セネカの祝婚歌にも登場する.本来,結婚の行列が

夕方花嫁の家から花婿の家へと行われる(41)ことなどから,祝婚歌の伝統に深

く結びっけられたものであろうが,サッポーの影響を受けたと考えられるカト

ウツルス以来ルネサンスに至るまで祝婚歌と不可分のものとなっている(42)｡

次(3-4)には花嫁のつつましさと結婚への恐れが語られるが,これもカトウ

ッルス61歌にあらわれ,伝統的なテーマになっている(43)｡ 花嫁の不安なはじ

らい(nuptae...sollicituspudor)が震えており(trepidat),花嫁の緋色のヴェ

ールが無垢の涙を見せている(produntlacrimaSflamneaSimplices),と義税

もカトウツルスやその影響下にあると思われる作品に視ている(44).

次(5-15)は花婿に対する官能的な励ましである｡

necessa,iuvenis,comminusadgredi,

impacataユicetsaeviatunguibus｡(FescenninaⅣ｡5-6)

(若者よ,ひるむな,近くへと攻めて行け, たとえ彼女がいうことをきかず

爪をたてて暴れようとも｡)

顔にとげさす植物や花を恐れ,ひるんでいては誰も春の香りを楽しむことはで

きないし,ヒュブラの蜂蜜を秘密の花園から奪うこともできない.とげが曹敦

を武装させ,蜂は蜜を守る(armatspinarosas,mellateguntapes)(10)｡抵

抗が激しければその分悦びが増し,逃げ行く者への欲望(venus)は増大する.
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泣いている者から奪った口づげは一層格別なもの.あなたは何度も言うことだ

ろう, rおお, 金髪のサルマテイア人に十度勝つよりも,この口づけa)方がす

ぼらしい｣(dices,"o!''quotiens,''hocmiゎidulcius/qua凪flavosdec-

iensvincereSarmataS'り(14-15),と.

このように述べた後,次に(16-29),新しい貞節の気を胸に吸え,あなたの官

能に永遠の火をつけよと語って,

taniunctis皿anibusnectitevincula,

qua凪frondenshederastringituraesculus,

qua机lentopremiturpalmitepopulus,(18-20)

(箱ばれた手と手に負を巻きつけよ.葉の繁る樫が蔦にまきつかれ,ポプラ

がしなやかな葡萄の蔓にまかれるのと同じように.)

と命ずる.これもカトウツルスにあらわれる(45)伝統的主題である.

鳩よりもやさしい噴きをお互いの舌で常にやりとりし,唇を合わせて心を一

つにし,眠りが噛ぎを鎮めるように.王者の抱擁により緋色の布を掛けた寝台

が暖まり,テユルスの血のような染料で輝いている布を処女の流す新たな血が

一層高貴な色に染め上げるように｡その時あなたは勝利者として,処女の血に

染まった寝台から飛び起きるのだ,夜の戦いの傷を負って(2ト29).

蔦や葡萄の蔓が樹木にからみつく様,鳩といった伝統的な比境と官能的な表

覗 (46)によって本来のフェスケンニナの効果を.洗練した上で出しながら,花婿

が皇帝であることを意識して ｢王者の抱擁｣(compleXu.‥ regio), ｢新たな

貞節(-忠誠)｣(novam‥.fidem)といった語を用い,戦争のイメージを多用

することによって, ｢勝利者｣(victor)としての花婿を際立たせている.

最後に(30-37),兵士たち,若者たち,乙女たちの無礼講に言及し,

formosusHarianducitHonorius.

(姿うるわしいホノリウスがマリアを要る.)

という歓喜の声が世界中に響き渡れと言って,この歌を終える｡この部分にも

本来のフェスケンニナが持っていた効果が託されており,文人としてのクラウ

ディアヌスの面目が躍如としている.暗く緊張した世相を反映して,このよう
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な場面にまでも兵士が登場し,常に戦争が詩人の念頭を離れない.

このように ｢フェスケン二ナ｣第四番は伝統的手法をふんだんに用い,本来

のフェスケン二ナを意識して,初夜の寝床と無礼講の騒ぎを描きながら,時代

と,花婿が皇帝であるという事情を反映して常に戦争のイメージが現れる｡

これらの歌の本体ともいうべき ｢皇帝ホノリウスとマリアのための祝婚歌｣

は給体に当時の政治状況を露骨なまでに反映している.花婿ホノリウスも花嫁

マリアも,作品の中で重要な役割を果たすウェヌスまでもステイリコへの賛歌

の脇役にすぎないかのようである.

しかしステイリコが当時の緊張した内外情勢の中で平和を維持する国家の柱

石であり,滅び行く西ローマの最後の英雄であることを思えば,タラウディア

ヌスの彼への思い入れも単なる阿諌ではなく,真の称賛であったとも考えられ

よう.

同じくアモルとウェヌスを用いて架空の物語を現実に織り込んで祝婚歌を歌

い上げながら,タラウディアヌスの作品は,シドニウスらはもちろん,スタテ

ィウスに較べてもはるかに勢いがあり,用いている比喰表現も美しい.特に一

連の ｢フェスケンニナ｣ は,祝婚歌が本来持っていた掃情的魅力を復活した,

古代後期を代表する文学的祝婚歌といえよう｡

タラウディアヌスのもう一つの祝婚歌, ｢パッラディウスとケレリナのため

の祝婚敦 ｣ 蛙,違った意味で重要な作品である.この作品でも,ウェヌスが重要

な二つの役割を果たす機能を付与され,架空の神話的物語が展開するのは同様

であるが,結婚を合法的にする神格としてヒュメナエウスに大事な役割が与え

られている.詳述は避けるが, より興味深いのは,ヒュメナエウスが牧歌に登

場する牧人として描かれている(34-38)ことで,牧歌的設定がこの作品全体に

読み散れることである｡詳細な分析は別の機会に譲り,ここでは指摘にとどめ

るが, スタディウスの祝婚歌,タラウディアヌスの ｢皇帝ホノリウスとマリア

のための祝婚歌｣ にも牧歌のモチイープが散見 (47)し, ｢フェスケンニナ｣第

-番には,狩りに疲れたホノリウスが暑熱を避けて,木蔭を求め,涼しい岩屋

で休んでいると,その姿にニンフたちが恋をする(18-24)との描写があり,敬

歌の伝統を踏まえた表現と考えられる｡牧歌も祝婚歌も,素朴な民謡などに起

源を持つと考えられる,高度に洗練された文学形式としての共通点があり,と
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もに譜人たちの創作意欲をそそるものである.文学の伝統の中での,牧歌と祝

婚歌の相互の関係は今後十分な考察の対象にならなければならないが,その際

に,スタティウスからタラウディアヌスにかけての古代後期の文学的伝統の展

開とその革新が重要な鍵となると考えられる(48)｡
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レミウスとアラネオラのための祝婚歌｣ では,花婿が哲学徒であることなどか

ら,パッラス ･アテナ (ミネルウァ)にウェヌスの代わりを務めさせており,
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